平成29年度日本語指導実践事例③-2（事例③-1と並行して進行）
	対象
	小学校２年生
	第一言語
	中国語
	ＤＬＡステージ

	背景
	日常会話については、ほぼ、自分の思いを伝えることができている。音読は、読み間違いがあり、文節の区切りが正しくない時もあるが、おおまかに内容をとらえることができている。ひらがな・カタカナの表記については、ほぼ定着している。自分から書きたいことを見つけて、文章にすることが難しい。
	語彙力
	６７．３％

	
	
	〈話す〉
	４

	
	
	〈読む〉
	３

	
	
	〈書く〉
	３

	
	
	〈聴く〉
	３

	指導

目標
	正しく発音し、表記できるようになる。また、より多くの文型を使って表現できるようになる。

意欲的に教科学習にとりくみ、理解したことを日本語で説明することができるようになる。

	指導

計画
	・日記指導を通して、基礎的な文型が使えるようになる。

・教科書以外の読み物にも触れ、多読する。読解力の向上を図るだけでなく、見通しや感想を伝える活動を取り入れ、自分の考えを表現する。

・教科学習においては、やさしい日本語に言い換えて、教科内容を日本語で理解する。


１．教科・単元名　　算数「かけ算（１）」

２．目標　（教科）　かけ算の場面を式で表し、答えを求めることができる。

　　　　　　（日本語）　１あたりの量や分量を示す表現を使って、かけ算の場面を説明することができる。

３．本時の展開

	学習活動
	指導上の留意点
	準備物・資料等

	①今日の学習課題を知る。

②日本語指導教室通信を読む。（１０分）

・「大阪城でいろいろな国の人に会った」という友だちの日記を読み、自分の経験などを話す。
③算数「かけ算（１）」（２０分）

・前時のふりかえり
・「いくつずつ」「いくつ分」を使った文を読む。
・「×」を使った式の書き方を知る。

・絵を見て、問題をつくる。
・式を立てて、答えを求める。

④計算（５分）

・時間をはかる。

⑤日記（５分）

・ノートに日記を書く。
	・友だちの日記に出てくる中国語の台詞に注目する。

・自分のルーツに関わる話などができるようにする。
・「いくつずつ」「いくつ分」の意味を、絵を見ながら
確かめる。
・「×」の読み方と意味を確認する。

・上の問題を参考に、同じ型で文をつくる。

・助数詞に気をつける。

・集中して取り組めるように、環境を整える。
	・ミニホワイトボード

・通信
・イラスト

・計算プリント

・タイマー

・ノート



